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12月の展望
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　日本株市場は11月に戻り基調を強め、日経平
均株価が28,000円、TOPIXでは2,000ポイント
の大台を回復した。7-9月期決算発表を消化し、
半導体や資源など外需系株を中心に戻り相場が続
いた。米国で利上げ幅縮小観測が広がる中、
FOMCや米中間選挙、米CPIなどの注目イベント
を無難に通過したことが好影響したと考えられる。
　12月も米国の金融政策に対する思惑の他、海
外での先行き景気後退懸念も根強い。一方、国内
では良好な決算内容を示した銘柄が選別されつつ
ある。12月は例年年末高が意識され易い時期だ
が、近年の日本株市場では、イベントや需給要因
などから不安定な展開も多い。相場の方向性や物
色が定まらず株価が上下を繰り返す(餅つき相場)
傾向も想定される。
　物色面では堅調な需要が見られたEV関連、資
源･エネルギーや防衛の政策関連。この他、消費
の二極化やインバウンド期待が意識される小売な
ど、固有材料や来年への展望が手掛かりにされそ
うだ。 （11/25 田部井)

年末高が意識され易いが不安定な展開に注意

11月の銘柄・業種別騰落率（10/31→11/24）固有材料と来年への展望などが手掛かりに



銘柄
スクリーニング
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◇通期業績計画が増収、営業増益でかつ配当利回り2.5％以上の銘柄。
（選択条件）
・12月期決算企業で東証プライム市場上場銘柄。
・22.12期業績計画において、前期比５％以上増収、５％以上営業増益の銘柄(会社計画)。
・予想配当利回り2.50％以上(東証プライム銘柄平均2.33％)。
・時価総額350億円以上、25日平均売買代金5,000万円以上の中から選択。 （データは11月22日現在)

業績伸長見込みの12月期決算銘柄
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　23.3期2Q(7-9月)と22.12期3Q(7-9月)決算が出揃った。23.3期上期(4-9月)の前年同期比は為替の
円安影響により売上高は伸びたが、営業利益は原燃料高の影響が大きく微増にとどまった。2Q(7-9月)の
経常利益はSBG(9984)、日本郵船(9101)、商船三井(9104)、川崎汽船(9107)、JAL(9201)がけん引
した。SBGは持株会社投資事業からの投資利益約3.5兆円の計上、海運3社は出資するコンテナ船会社の業
績が伸びた(図表1)。
　22.12期会社計画は売上高が15%増、営業利益が19％増、経常利益が同26％増、当期利益が13％増。
3Q累計(1-9月)までの当期利益の伸び悩みは構造改革中のブリヂストン(5108)とモバイル事業が苦戦して
いる楽天G(4755)の影響が大きい。
　東証業種で営業利益の変化率が大きい業種は(図表3)の通り。経済再開により、空運業と陸運業が黒字転
換。一方、燃料価格高騰の悪影響を受けた電気・ガス業は赤字となった。

Ⅰ 東証プライム市場の23.3期上期(4-9月)は前年同期比2％営業増益

Ⅰ. 東証プライム市場の23.3期上期（4-9月）は前年同期比2％営業増益
Ⅱ. 自社株買い設定額は最大規模
Ⅲ. 23.3期上期（4-9月）に通期営業利益計画を上方修正した企業

直近決算集計
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　自社株買いの設定公表は引き続き最高額を更新中
であり、22年11月18日時点では7.6兆円となった。
22年10月以降の発表で設定額の大きい企業は、三井
住友FG(8316)、リクルート(6098)、トヨタ
(7203)、三菱UFJ(8306)、NTT(9432)、三井
物産(8031)と続く。
　自社株買いを発表する企業で上方修正をする企業
もある。直近3カ月で自社株買いと営業利益の上方修
正をした主要な企業はローム(6963)、ホンダ
(7267)、伊藤忠(8001)、川崎汽船(9107)などで
ある。

　3月期決算企業で通期会社計画を上方修正した主な企業は次の通りである(図表5)。上方修正した企業
の多くは、上期で計画を上回った分を修正したと推測される。決算発表で売られる企業もあるが、その後
の戻りは早く、概ね上昇基調となっている。業績の先行き不安は相対的に少ない企業といえるだろう。

(高橋、大部)

Ⅱ 自社株買い設定額は最大規模

Ⅲ 23.3期上期(4-9月)に通期営業利益計画を上方修正した企業
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グロース市場の回復続く
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12月の
スケジュール
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中国のコロナ対策、米欧の金融政策による景気影響を注視


